
旧賀露小学校跡 

 

   

 

 

 

明治 6(1873)年 5 月、賀露村に甲校（東善寺庫裏）と乙校（賀露神社宮司岡村喜保宅）の二つの小学

校が誕生しました。明治 9(1876)年に合併、明治 12(1879)年、現在のふれあい広場の近く（岸本正義校

長宅の隣地）に初めて校舎が建てられました。 

 

この地は、平成 3(1991)年 12月に全面移転されるまで、賀露の子ども達の学びの地となりました。 

平成 6(1994)年 2 月に、その跡地と旧賀露保育所の跡地を併せた 9,948 平方メートルを鳥取市より譲

り受けました。平成 12(2000)年 10月、賀露町自治会は多目的広場として整備し、平成 13(2001)年 1月

に「賀露ふれあい広場」と命名しました。 

 

 

 

 

 

 

ふるさと賀露を知る「シル・チズ」 

撮影 昭和 3年 撮影年不明 創立百周年記念誌より 

撮影 2024年 6月 20日 


